
 

 

 

 
 
 
 
 
9 月の総合の授業で、生徒の皆さんに質問をしました。「さて 9 月 1 日は、何の日でしょう？」 

―教室の様子はといえば、「あれ！？なんでこんな質問をするのだろう」とか、「あっ、それってもしか

して…」とか反応も様々。でもしっかり、「防災の日」という返答がありホッと胸をなで下ろしました。 
 
9 月 1 日は「防災の日」。首都圏に未曽有の被害をもたらし、死者が 10 万人を超えた 1923 年の関東

大震災が発生したのが、100 年前のこの日だ。それを受けて、1960 年 6 月の閣議で 9 月 1 日を防災の日

とすることが決まった。地震や台風、この 8 月も台風 7 号が起こる

など集中豪雨などによる被害が各地で多発しており、災害への備えは

一段と重要性を増している。 
全国の 20 代から 50 代の男女 1000 人を対象に、アンケート形式で

8 月に実施されたビッグローブの「防災に関する意識調査」を紹介す

る。「防災の日が何月何日であるか知っているか」という問いに対し、

「知っている」との回答は全体で 34.1％にとどまった。その割合は

50 代でも 42.8％で、若い世代ほど「知らない」という回答が増え、

20 代では 24.8％の認知状況であることが浮き彫りになった。 
 
同時に、9 月 1 日が防災の日に制定された理由について、

「知っている」との回答は全体で 31.2％。これも先の質問

と同様の傾向で、若い世代ほど認知が下がる傾向となり、

20 代では 23.2％にとどまった。 
「今年は関東大震災が発生してから 100 年となるが、改め

て防災に対する意識を高めたいと思うか」という質問に対

しては「思う」「やや思う」を合わせた回答は 77.7％とな

り、約 8 割の人が防災意識を高めたいと回としている。                                                                 
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近年は災害級とも評される暑

さが各地で記録されており、 
熱中症をはじめ、猛暑

による被害は後を絶たない。夏の

暑さを災害として認識する人が

増えている 

「3 日×家族の人数分」 

大規模災害発生時の 3日間（72時間）は人命救助が

優先されるため、災害初期を乗り切るための最低限

の備蓄量といいわれています！！備蓄は、古いもの

から使用することを心がけて！普段からの備えが、

「命」を守ります。 

■日頃から備蓄を!! 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 先週末、9 月 2 日（土）、3 日(日)の 2 日間に渡り、 
NHK スペシャル「映像記録 関東大震災 帝都壊滅の三日間」 
前編後編が放映されました。 
 

■奇跡的に残されたモノクロフィルム 

東京都中央区にある「国立映画アーカイブ」には、関東大震災が起きた 100 年前、数人のカメラマン

が決死の覚悟で撮影したモノクロフィルムが保管されています。当時のフィルムは燃えやすい素材で作

られており、火災のリスクもある中、数十本数のフィルムが残っているのは異例なことだそうです。 
 
ただし、これまで私たちが見ることが

できたのは、“不鮮明なモノクロ映像”

で、撮影時刻や場所を記したキャプショ

ンは不十分で、いつ、どこで撮られたも

のなのか、不明な映像が多く存在してい

ました。それが、今回紹介した NHK の

番組のなかでは、35 ミリのモノクロフィ

ルムを 8K ダイレクトスキャンして高精細化し、カラー映像に復刻した鮮明な映像が放映されました。こ

の技法によって、撮影時刻や場所を記したキャプションは不十分で、いつ、どこで撮られたものなのか、

不明な映像が多いことが課題とされていましたが、少しずつ解明されるようになってきており、とても

興味深く鑑賞することができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東京都防災ページより GreatKantoEarthquake100_Leaflet_03-Furigana (tokyo.lg.jp) 

東京都の防災ページで

紹介されているクロス

ワード！TRY してみ

てね。 

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/027/846/2.pdf

